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ケーション能力は向上 したが、文の正確 さと言 う点においては誤用が残 ることが指摘 さ
れているため、Lyster(2004)では、意味 と言語形式を重視するフォーカスオンフォー
ム(Focusonform)指導に必要な三点をあげている。彼 は① 注意(Noticingac-
tivities)、② 意識(Awarenessactivities)、③ 実践(Practiceactivities)、とい う
三つの活動 を指導における連続体 として捉 え、授業中にバランスよく配分する必要があ
るとした(図1.)
受容モー ド 産 出モー ド
Noticingactivities〈→Awarenessaetivities⇔Practiceactivities
(Lyster,2004p.334より柳 作 成)
図1:Focusonform指導 のオ プ シ ョン
学習者のエラー訂正についてはLyster&Ranta(1997)が修正フィー ドバ ック(Cor-
rectivefeedback)を、以下の六つに分類 している。
① 明確 な修正(Explicitcorrection):学習者 の発話の誤 りを明示的に指摘 し、
正 しい形を教 える。




④ メタ言語的フィー ドバ ック(Metalinguisticfeedback):どこかに誤 りがある
ことを指摘する。









Lyster&Mori(2006)では、言語の正確 さを優先 し統制 された発音練習な どを多
く行 うようなクラスでは、言い直 し(Recast)(上記 ②)が より効果的に作用 し、コミュ
ニケー ション重視で統制 された発話や発音練習が少ないようなクラスでは、暗示的な手
助 け(Prompt)(上記 ③～⑥)が 有効 であろうとい うカウンターバ ランス(Counter-
balance)仮説 を提唱 している。 これは多様 な学習場面 において適切なフィー ドバ ック
の種類をバランスよく用いることで、学習者の第二言語習得に役立つとい うことである。
3.2在 日朝鮮学校 のバイ リンガル教 育
在 日朝鮮学校を政治的、社会的な側 面か ら研究 しているものは多く見受 けられるが、
その朝鮮語 ・日本語バイ リンガル教育が関心を持たれ始めたのは最近のことである。そ
の言語 教育の中身 について言及 している数少 ない文献の 中に、李(1998)、湯川他
(2003)、申(2005)、植 田(2001)、Ryang(1997)がある。
李(1998)は、カナダの公用語教育 としてのバイ リンガル教育 と比較 しなが ら、 日本
語 を第一言語 とする朝鮮人児童に対 して、初級学校段階での徹底 した朝鮮語教育を行
う朝鮮学校の教育は、カナダのフレンチイマージ ョンと同様のイマージ ョン ・プログラ
ムであるとしている。また朝鮮学校における日本語教育についても、近年バイリンガル
教育の視点か ら積極的な評価 と見直 しが行 われたとしている。湯川他(2003)は、関西
にある4つの朝鮮学園の幼稚 園における2年にわたる保育活動観察、 ビデオ録画 、 トラ
ンスクリプ トを用いて、イマージョン教育の教授法 と、園児の第二言語習得過程 を詳
細 に捉 えるために、エスノグラフィー研究を行った。 この研究は、園児達が 日本語の助
けをか りなが ら、ゆっくりと第二言語 を習得 してい く過程が、詳細な発話データで示 さ
れているだけではなく、園児 とのや りとりにおけるバイ リンガル教師の言語使用や、教
師の役割 をも捉えたとい う点が特徴的である。 申(2005)は、2003年度か ら朝鮮学校
で実施 されているカリキュラム、教科書全面改訂の内容 について考察 し、特に近年書 き
言葉 より話 し言葉、すなわちよりインフォーマルな表現に重点がおかれてい ることをの
べ、 これは 「帰国志向」から 「永住志向」へ在 日朝鮮人の意識が変化 したことや、世代
交代が進み、 日常的に朝鮮語を使用す る機会が減少す るな ど、これまで想 定 してきた
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チ ョリ 男 あり(朝鮮幼稚園三年保育出身)
リエ 女 あり(朝鮮幼稚園一年保育出身)
ソン ミ 女 な し(日本幼稚園出身)
テゴン 男 な し(日本幼稚園出身)
ビジ ョン 女 な し(日本幼稚園出身)
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5.観 察結果 と考察
5.1第二言語 目標 レベル
観察 した1年生 クラスでは週24時間(1授業 時間=45分)の授業のうち、最 も多い9



























要があるため、教室や廊下、階段の踊り場などには、 目常的に使 うフレー ズ(挨拶や家
一28一
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族との会話例、友ᄉに謝る時の表現、体の部位や体調が悪い時の表現など) が動物の 
イ ラᄌ トや日本語訳と ともにかかれたポᄌターが貼ってあり、限られた授業時間では力 
バᅳ ᄂきれな!/、表現の学習 を補って 1/、た 0
5.2 教科書と 1」2指導法
朝鮮I で使用される教科書はすべて、総聯の！^ ᄈ ᄈ 員会が作成ᄂたもので、 
傘下にある教育図書出版社である「学友書房」から刊行されている0 1 年生の使用する 
国語 (朝鮮語) ᄈ 書は、上 ‘ 下巻のニ冊からなり、第 1 課からの第53課までの全53 
単元から構成されている。 内容は会話文、説明文、物語、詩などで、カラフルなイラ 
ᄌ トが多用されている。纖 書 に 対 応 ᄂた朝鮮語ドリルも用意されている0
1 年生の教科書第 1 課から第9課までのタイトルは表3 の通りである。 最初の9課 (約 
40時間) までは文字指導がなく、教科書にはタイトルと絵のみが書かれており、それに 
対応するダイアログを口頭で覚えるというパターンである。 それぞれの課の内容は、学 
習後すぐに使うことを想定して作られ、 日常の学校生活で使用する場面を中心と した 
会話練習が繰り返される。 例えば第2課 の 「안녕하십니까 (こんにちは)」のページには、 
挨接を交わす教師と児童三人の絵が真ん中に大きく描かれており、その下にはひと回り 
小さな絵で、朝自宅を出る児童と見送る母親、友人同士で手を上げて挨接を交わす様 
子、教室で児童が友人に文具を借りている様子がわかりや す 描かれている。 授業では 
それらの絵を見ながら、それぞれの場面で使うにふさわし い 挨 拶 「こんにちは」、「行っ 
てきます」、「ただいま」、「ありがとう」など一を、教師による音声のインプットのみで 
学んでいく。
表 3 ： 小学校 1 年生国語教科書タイ 卜ル
課 朝鮮語タイ トル 日本語訳
第 1課 이름이 뭐니? お名前は?
第 2 課 안녕하십니까 こんにちは
第 3 課 이건 뭐라고 해요? こ れは何 といい ま すか ？
第 4 課 여기가 어디니? ここは どこなの?
第 5 課 공부 시간이예요 勉強の時間です
第 6 課 쉬는 시간이예요 休み時間です
第 7 課 점심 먹자 お昼ごはんを食べよ う
第 8 課 깨끗이 할래요 きれいにします
第 9 課 내가 할래 私がする わ
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また各課にはテᅳマに応じたダイアᄆダがある0 第7課 「점심 먹자 (お昼ごはんを食 
ベよう)」で学習する ダイ ア ロ ダの一部は以下の通 りである 0
教師は児童に質問を投げかけながら、昼食時間の^ I に沿った表現を少ᄂずつ与えて 
いく。
【データ 1 第 7 課のダイアログ導入 1】
01 先生 : 네시간째 종이 울리면 무슨 시간이예요?
4時間目 (の) ベルが鳴ったら 何の時間でᄂよう?
02クラᄌ : 점심시간！ (昼食時のノ卜ティーンでこの単語は暗記 1 / 0 、る 1 
お昼の時間！




05 先 生 : 왜 좋아해요?
どう ᄂて好きなの?
06ク ラᄌ : ごはん技べるから ！ (全員が笑느、なが ら答える 1 
ごはんを食べるから！
07先生 : 예，점심시간에는 ご は ん ^:ベ る  이지요
はい、昼食時間にはご飯を食べる、です技 (ご飯を食べますね) 
08 先 生 : 「점심」 ！ (はっきりと ᄂた発音で 1 
チョムシム! (昼食)
09クラス: 점심! (リピートする 1
表 4  : 第 7課のダイアログ (抜粋)
1ᅳ 점심시간이야 
2 1 점심먹자 
^  손씻자 
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チョ ムシム! (昼食)
10先 生 : 입 을 다 물 어 요 「점심」 ！
ᄆを閉じますよ0 チョムシム! (昼食)
11 クラᄌ : 점심 ! (ᄆ を閉じることに注意ᄂながら発音する 1 
チヨムシム ！ (昼食)
어008年5月 7 日 フイᅳルドノᅳツ)
4月に入学ᄂた児童は、第ᅳ週目から朝の挨接や昼食時の挨搂など가ᅳティーン活動 




12先 生 : 자，동무들, ごはんは何回食べる?
じゃあ、みんな、ごはんは何回食べる?
13 クラᄌ : 三 回 !
드回 ！
14先生 : 예，あさ、ひる、ばん、三回食べる 이지요
はい、あさ、ひる、ばん、三回たベる、でᄊ  (三回食べますね) 
15先生 : お昼に食べる ごはんを、점심이라고 해요 알았어요?
お昼に食べる ご飯を、チョ ムシム (昼食) といいます0 
わかりまᄂたか?
16クラᄌ : 예 ！
はい ！
17先生 : 점심을 食べる時間を 뭐라고 해요?
チョムシムを食べる時間を なんていうの?
18クラᄌ : 점심시간! (全員が答える 1 
昼食時間 ！
19 先生 : 예， 태권은 무슨시간이 좋아해요?
は!/、、そう で' ^ 0 テ ゴンはなんの時間が好き なの?
20テゴン: ハ.。(もじもじして答えない)
ᄋ
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21 先生 : 철이는 무슨시간이 좋아해요?
チョ リ は何の時間が好きなの？
22チョ リ : 공부시간 ！
勉強時間 ！
23ᄍ  : (全員笑う)
(애애年 5月 7 日 フィールドノーツ)
上記デᅳタにもあるように、教師は日本語を交えながら質問ᄂ児童の興味をひきつけ 
ている0 そᄂてクラᄌ全員が確実に3 현できているかを麟するために、ᅳ度説明が済 
んでいるもの (ここでは점심 ニ昼食) でも繰り返ᄂ述べながら、「返 ᄂ縫い」のごとく質 
問を投げかける 先生)0 このあと教師はクラᄌ全員に「誰々は何の時間が好きなの ?」 
と朝鮮語で質問ᄂ ^9  ^21 先生)、全員に答えさせている0 このやり取りで、「時間」、 
「〜が好きなの ?」、「〜が好きです」に相当する朝鮮語がインプットできる。そこで、 




いく0 このニ文を覚えたと ころで以下のよ うな会話が続けられる0
【データ 3 第7課のダイアログ導入3】
24先生 : 점심먹자면 뭘 해야 되요?
お昼ごはんを食べる前に、何を ᄂなレ、と だめかな ？
25 リエ: 손씻기!
手洗い ！
26先 生 : 예  (略) 손 씻 어 야 지 「손씻자」
そう、 (略)手を洗わないと技「手を洗おう」
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29クラᄌ : 손씻자! (リピート)
手を洗おう！








〈2008年5月 7 日 フイ一ルドノᅳツ)
このよ うに教師は児童とのやり取り をつなぎながら、少 ᄂずつ新出表現をインプッ ト 
ᄂてゆく0 続いて「用意ができたら? 」、 「食べる時のあいさつは?」などと質問を繰り 




ため、教師の質問もよ く 理解 ᄂ、返答が早い 0 여2 チョリ、25 リエ) 0 クラ ᄌ全員が答 
える場面においても、実際にはチョ リ と リエの声に引っぱられるようにしてコᅳラᄌに 
なることもあった。 ᄂかし他の児童が教師の朝鮮語での質問に答える場面も見られるこ 
とから ^ 4 ヒジョン、31 ソンミ) 、彼らが入学後、ノIᅳ ティーン活動で丸覚えᄂた朝鮮 
語の単! ^ フレーズを駆使ᄂて、教師の험궁朝鮮語を 100ゲ0は理解できないが、かなり 
の部分をおぼろげに^ ?  ᄂて '/、る こと が推察される 0 
ダイアログはこのあと教師と児童の間で数回リビー ト され定着がはかられる 0 そᄂて 
教 師 の 「4時間目がおわったら? 」、「食べる前には? 」、 「用意ができたら?」などの質 
問に促されて、児童が習った表現をよどみなく産出できるようなリズミカルな会話のや 
り取りが続き、クラス全員が我先にと答えていた。教師は時々児童の答えを繰り返ᄂな 
がら、 「ミナ、어서 먹자 (早く食べよう) ってどういう意味? 」と朝鮮語で聞き、 日本 
語で'#え  させる こと で確実にその児童が^ ?  ᄂてᅵ/、る こと を ^~す る  こと も あった 0 
第 7課ではこれ以外にも、テキᄌ トにのっている「おにぎり」、「ᄌブーン」、「おはᄂ」、 
「コップ」などのイラᄌ トを見ながら、食事に関連する朝鮮語の名詞をいくつかインプッ
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ト ᄂて '/、た 0 そ ᄂてその 日 ならったダイア ロ グや単語はすべて暗記する こ と が宿題 と ᄂ 
て課される0 この日の国語は一時間目にあったのだが、4時間目授業終了のベルが鳴っ 
た時に、教師が児童に「무슨시간? (何 の 時 間 ?)」とたずねる と、児童たちは顔を見 
合わせて「점심시간이야 (お昼の時間だよ)」、「점심먹자! (お昼ごはん食べよう 0 」 
とその 日 に習った表現を早速使用 ᄂていた0 
各課で扱うダイアロダの例と重要単語は、朝鮮후팟教員の持っ共通の指導案例に載っ 
ているが、その導入方^ ! ^ 法は各教員に任せられている0 他 の 朝 鮮 ⑩ の  1 年生の 
クラᄌの授業でも、課ごとに扱うダイアログ^ ? 出単語はほぼ変わりなかったが、児童 
数や雰囲気も異なる 中、ᄈ 또 수 ᄌ  ピ  ードは様  々であった。それぞれの教師は児童の レ 
ベ ノ ^^현度に応 じて授業を展開 ᄂて!/、るとのこと であった 0 
総聯は在日コリアンの永住志向を反映ᄂ 教科書を身近な生活のᅳ場面を切り取っ 
た、ストーリ ᅩ性のある基礎的な会話を中心に、4 技能 (聞く  ^151' ' 読 む ' 書く) を 
総合的に高める内容へと改編ᄂたとᄂている0 朝鮮学校の教科書にっいては、朴 
(예 에 )がその改定の変遷と記述内容にっいて考察ᄂている。朴は総聯が言及ᄂた改編 
の特徴を分析するため、2003年に改編された国語教科書を 1993年版と比較ᄂた0 そ ᄂ 
て 朝 鮮 報 の 2003年度版辦斗書が、以前の堅苦나 、文불콩現から、児童中心の打ち解 
けた ロ 험총現に変わって 、る点を II텔ᄂて사、る。
教科書では他にも、休み時間に児童がグランドで遊んでいる場面や、台所で母親が 
料理をᄂている場面など、児童にとって日常的な場面が多く扱われている。 時間に 
友ᄉを^ ^ に誘うダイアログには、「一緒に遊ぼうよ」、「うん、いいよ」、「何 ᄂて遊ぶ?」、 
「ボᅳル職り ᄂようよ」、 「うん、そうᄂよう」などの朝鮮語フレᅳズを极うが、同時に 
「ブランコ」、 「石職り」、「鬼ごっこ」、「すべり台」など遊び^具名も朝鮮語で覚えて  




園出身の児童も、授業で習ったフレーズは意味が 1태?できているせいか、 自信を持って 
発言ᄂているのが印象的であった0 このように第1課から9課では、6週間ほどかけて 
児童の 日 常生活に即 ᄂた場面を扱レ \ 実用的なダイ 了ロ ダを多く イ ンプッ ト ᄂてレ、る0 
これは彼らの第二言語での 日 常会話を円滑にするために充分機能 ᄂている といえる 0 
もうひとつの特徴と しては、ᄈ 書が扱う教育内容である0 特に最初の9課までで、 
挨 接 ^事 の 仕 方  (第 1、2課 )、学用品の名前と使い方 (第3課 )、校内の場所の名前と
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それぞれの場所での約束事 (第4課 )、授業中の決まり ごと (第5課 )、お友だちと遊ぶ 
時のノトル (第6課 )、食事のマナー (第 7課 )、衛生面での指導 (第8課 )、身の回りの 
ことは自分でᄂ、家のお취 云いもする (第9課) など、児童の生活全般に関連すること 
を扱っている0 国語の授業が児童の第二言語学習を目的とᄂながらも、同時に社会に 
おけるノ^ ~ルを指導する機会となっていた。朝鮮学校では、小学校低学年での言語教 
育にかなりの時間を割く こともあり、 日本の公立小報のように「道徳」や 「生活」の 
ような科目は設けられていない。これらに代わるものと して国語の授業が活用されてい 
る。
0111111111118 (⑶요비 はイマᅳジョン教室において、学習者の言語面と認知面両方の発 
達を促すためには、適切な文脈上の助けが必要だと ᄂている 0 具体的な ᄈ  法の例と ᄂ 
て、学習者の既習知識を活用 ᄂ、必要があれば第一言語を使う こと、また言い換えや 
リ ピ  ート な どの充分な反復を指導に取 り 쇼 る こ と をあげて 1/、る0 観察 ᄂた 1 年生ク ラ 
スにおV 、て、教師が 日 本語の助けを借 り なが ら児童の理解を促 ᄂ、授業で学習 ᄂた表 




朝鮮ᄄ における胃法の最も特徴的な点と ᄂて、意味と形式の両方を重視ᄂた指 
導があげられる 0 授業では基本的に教科内容を確実に贿させる ことが優先され、その 
ための手段 と ᄂて初期には児童の第一言語である 日 本語の助けを借 りる こと が多'/ \ ま 
た、ジャ ᄌチャーや絵カードな ど、コミ 그ニケーションを促進させるための視覚的な補 
助も多用される。 ᄂかᄂ同時にコミ 그ニケᅳションの中で意味を重視 ᄂながら も、正 ᄂ 
い助詞の選択や状況表現な ど文法形式へ意識を向ける:?'0이8 011 노 0X1 の指導法が用 
いられる 0
以下は、教科書第26課でニᄉの男児 (チョ リ とナムᄌ) が背比べをᄂている内容を学 
習ᄂたあと、本文棚军を纖、するために教師が児童に質問をᄂている場面である0
【データ 4 パッチムと助詞】
01先生 : 자， 선생님이 몇가지 질문을 하겠습니다.
じゃあ、先生がいくつか質問をᄂます。
02先生 : 질문을 잘 듣고 알았던 동무는 손을 들어주세요
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04先生 : 이 본문속에는 누구하고 누가 나왔습니까?
この本文では、誰と誰がでてきま ᄂたか？
05 リエ: 철이하고 남수 빵  있습니다メ ぐ正 ᄂ く は 남수간〉
チョリとナムᄌ 소 います。 (흐!の間違い)
06 先 生 : 철이하고남수으I？ 자， 어디가틀렸어요?
チョリとナムᄌ さあ、 どこが間違ったでᄂよう?
07チョ リ : 이...?
イ… ?
08先生 : 예 
はい
09チョリ: 받침이 없을때는， [가^
パッチムがない時は「ガ」
10先生 : 받침이 있을때는?
パッチムがある時は?
11 クラᄌ : [이]
「ィ」




(예애 年 10 月 1 日 フイ 一ノレ ドノ ー ツ)
ここでは、 日本語の「が」にあたる格助詞が訂正されている0 朝鮮語では体言にっい 
て格を表す助詞の中で、 'に終声子音 (パッチム) がある^ ' には-이 「イ」がっき、 
パッチムがない場合には下に-가 「ガ」をっけて主格を示す0 リエは、本文中に出てく 
る男児ニᄉの名前を言う際に、本来ならば「ガ」とすべきところを「イ」と発音ᄂてᄂまっ 
た ^ 5 リエ) 0 コミ그ニケーション上は充分に通じるのであるが、教師はエラーを繰り返 
ᄂ、児童に訂正を求めた (예 先生) 0 すぐにチ ョリが正解を答えたのをきっかけに教師 
は、パッチムがある時とない時の格助詞の違いを確認ᄂている 다0先生、12先生)0 そ
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の後はクラᄌメᅳ トー ᄉずつの名前をあげ、それぞれに-이 「イ」または、ᅵ가「ガ」のど 
ちらの助詞がつく のかを全員に答えさせた 0 格助詞の用法が充分に麵できた ところで、 
続けて背比べについての話に戻り、クラスの児童をふたりずつ前に出ᄂ背の高さをく ら 
ベてリアルな状況を与えた上で、どちらがᄎきいか小さいかを、正 ᄂい助詞を使用ᄂた 
正確な文章でアウ トプッ ト させて!/、た0
1 学期の早い時点では、エラーが出た^ すぐに正니/、答えを与える、いい直ᄂ (묘아 
0&8^ という 方法で訂正ᄂていた教師は、2 学期になると 上記のように、聞き返ᄂてエ 
ラᅳに気づかせるなど、そのフイᅳ ドバック方法にもバリエーションがでてくる0 3.1 の 
先行研究であげた]」7 하 6で &  0^1-1 ⑶ 卿  では、統制された発音練習な どを多く 行う 
ようなクラᄌでは、言い直ᄂ (묘에&하) がより効果的に作用ᄂ、一方コミュニケᅳショ 
ン重視で統制された発話や発音練習が少ないようなクラスでは、暗示的な手助け 
(하이고하) が有効であろう という カウンタᅳバランス 仮説を提唱
ᄂている。朝鮮I の授業は、あるᄈ コントロᅳルされた、どちらかといえば教師中 
心の授業運びであるが、上記デᅳタ 4 0 수 り 取 り の ^、発音練習ではなく コミ 그ニケ一 
ショ ンを重視ᄂている場面である0 またこれは朝鮮語学習にも慣れた2 学期の授業であ 
り エラᅳ内容も既習の文法事項であったため、教師はエラーを聞いてすぐに正ᄂく 言い 
直すのではな く、聞き返すこ と でエラーに気づかせ、本ᄉも ᄂ くはまわり に訂正を求め 
る タイプのフイ'ᅳ ドバ ッ ク を用いて既習文法の定着をはかっ ている 0 このよう に教師は 
多様な学習場面におV 、て、適切なフイᅳ ドバックをバランᄌよく与えることを試みてV 、 
る。
5.4 教師の授業外の場面でのᄌキヤ フォᅳル デ イ ン グ 〔84요산
もうひとつの特徴的な点とᄂて、教師と児童との豊富なやり取りと、その際の教師の 
ᄌキヤフォᅳノげイング 어여신01(111평ᄄ手助け) ががある0 教師は児童の朝鮮語レベル 
を把握ᄂており、彼らの第二름IIである朝# ! ^ 話におけるエラーを明示的に訂正する0
1 年生の教室では、 朝の会、昼食時間、休み時間などあらゆる場面において、第二 
言語の理解と発話を促す教師の工夫が随所にみられる0 以下は、休み時間に教師がミ 
ナの髪をときながら、他の児童に国語で習ったダイアログを応用させて!/、る例である0
【データ 5 く ᄂで髪をとく 1】
01先 生 : 자， 이것은 뭐라고 했어요? (く ᄂを見せる)
じゃあ、 これは なんて 言ったかな?
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02クラᄌ : 빗 ！
く 니
03 先 生 : 빗으로 ."?
く しで … ?
04クラス : 빗으로 머리털을 빗어요 (既習表現)
くᄂで 髪を ときます
^008年5月 14 日 フイᅳルドノーツ)
この 日 はミナの髪が うまく まとまっておらず本ᄉが気にᄂているよう であったため教 
師は休み時間に教室でミナの髪を直ᄂてV、た0 周りにはクラᄌメートがいて、ランドセ 
ルから教科書をだᄂたり ᄂて、それぞ: ^ の授業の用意をᄂてレ、た。そこで教師はミナ 
の髪をとく手をとめて、使っていたく ᄂを他の児童に見せ、これは何かと聞いている 
(이 先生)0 児童않IX習単語である「く ᄂ」を朝魚辯で答える〈02クラス)0 教師は、「く 
ᄂ」という 単語を含んだ既習表現の産出を うながᄂ 撕  先生)、児童のアウトプット 側  
クラᄌ) につなげている。 ᄂかᄂ教師はここでとまらず、さらに続ける。
【データ 6 く ᄂで髪をとく 2】




07 先 生 : 선생님이” .?
先生が" . ?
08クラス : 선생님이 빗으로 미나의 머리털을 빗어요
先生が くᄂで ミナの 髪を ときます
(^(抱年5月 14 日 フイᅳルドノーツ)
教師はここで、誰の髪かという質問〈05先生) に対ᄂての児童の答え ^ 6 クラス) を 
聞き、 目の前の状況にせる確認をする。そのうえで次の文章を促ᄂ 〔07先 生 )、それ 
をヒントに児童は、授業で覚えた表現を、実際の状況を描写するために使うことができ 
た ^ 8 クラᄌ)0 このように教師は、少しずつヒントをあたえることによって、最終的に
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